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【公開日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2009-025
【出願番号】特願2008-312082(P2008-312082)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｆ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｆ   7/08    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月20日(2011.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の押しボタン（１０）によって作動させられ、前記第１の押しボタン（１０）の方
向への移動が第１の止め部材により制限される、揺動可能に取り付けられた第１のレバー
（２０）と、
　第２の押しボタン（１２）によって作動させられ、前記第２の押しボタン（１２）の方
向への移動が第２の止め部材により制限される、揺動可能に取り付けられた第２のレバー
（２２）と、
　前記第２のレバー（２２）に取り付けられたばね（３０）と、
から構成され、
　前記第１のレバー（２０）は、前記ばね（３０）と協働するアーム（２６）に関連付け
られ、その結果、前記２つのレバー（２０、２２）のうちのどちらか一方が前記押しボタ
ン（１０、１２）の一方によって作動させられたとき、前記アーム（２６）と前記ばね（
３０）は前記アームに前記ばね（３０）の戻り力がかかるように互いに移動することを特
徴とするクロノグラフ制御デバイス。
【請求項２】
　前記アーム（２６）は、前記ばね（３０）と協働するビーク（２４）を備えることを特
徴とする請求項１に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項３】
　前記アーム（２６）は、前記ばね（３０）と協働するピン又はペグを備えることを特徴
とする請求項１に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項４】
　前記アームは前記第１のレバー（２０）に設けられ、さらに、前記第１のレバー（２０
）は前記第２のレバー（２２）の回転方向（Ｂ）とは逆の回転方向（Ａ）に揺動すること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項５】
　前記第１のレバー（２０）の揺動軸（２５）と前記第１の押しボタン（１０）が操作さ
れたときの前記第１の押しボタン（１０）に作用する力の方向（Ｆ1）との間の距離（ｄ1
）は、前記第２のレバー（２２）の前記揺動軸（２５）と前記第２の押しボタン（１２）
が作動されたときの前記第２の押しボタン（１２）に作用する力の方向（Ｆ2）との間の
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距離（ｄ2）と等しいことを特徴とする請求項４に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項６】
　前記アーム（２６）は前記第１のレバー（２０）の一端部に揺動可能に取り付けられ、
かつ連節され、前記第１のレバー（２０）は前記第２のレバーと同じ回転方向（Ｂ）に揺
動し、前記アーム（２６）は前記２つのレバー（２０、２２）とは逆の回転方向（Ａ）に
揺動することを特徴とする請求項１に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項７】
　前記アーム（２６）は、前記第２のレバー（２２）に連節され、前記第２のレバー（２
２）と同じ軸（２１）を中心に揺動することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項
に記載のクロノグラフ制御デバイス。
【請求項８】
　前記第１および／または第２の止め部材は対応する前記押しボタン（１０、１２）によ
って形成されることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載のクロノグラフ制
御デバイス。
【請求項９】
　（ａ）第１の押しボタン（１０）によって作動させられ、前記第１の押しボタン（１０
）の方向への移動が第１の止め部材により制限される、揺動可能に取り付けられた第１の
レバー（２０）と、
　（ｂ）第２の押しボタン（１２）によって作動させられ、前記第２の押しボタン（１２
）の方向への移動が第２の止め部材により制限される、揺動可能に取り付けられた第２の
レバー（２２）と、
　（ｃ）前記第２のレバー（２２）に取り付けられたばね（３０）と、
から構成され、
　前記第１のレバー（２０）は、前記ばね（３０）と協働するアーム（２６）に関連付け
られ、その結果、前記アーム（２６）と前記ばね（３０）は、前記２つのレバー（２０；
２２）のうちのどちらか一方が一方の前記押しボタン（１０；１２）によって作動された
とき、前記アーム（２６）にもばね（３０）の戻り力がかかるように互いに移動し、
　前記第１止め部材および／または第２の止め部材は、対応する押しボタンによって形成
されることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載のクロノグラフ制御デバイ
ス。
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